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３　令和８年度当初予算案の概要 

 

国の補正予算を活用した令和７年度補正予算と一体的に編成し、「県政運営の基本方針

2026」に掲げる人を惹きつける地域づくりや、県民の安全・安心な暮らしの基盤づくり等

を推進するとともに、物価高による課題等に適切に対応する。 
 

（１）予算規模等（一般会計ベース） 

　令和８年度当初予算　　　　　　1 兆 1,514 億円 

（対前年度＋616 億円、105.6％） 
［うち重要施策に係る政策的経費の増　+61 億円］ 

 

国の補正予算を活用した令和７年度補正予算  注１　 

477 億円と一体で編成 

 

　令和８年度当初予算　　　　　 1 兆 1,990 億円  

＋ 令和７年度補正予算　　　　（対前年度＋739 億円、106.6％） 

（国の補正予算を活用注１）　 

 

（２）前年度からの主な増減要因  

■　金利上昇による公債費の増や給与改定に伴う人件費の増などにより、経常的経費が増加する

とともに、高校無償化・学校給食費負担軽減への対応、高齢化の進展等に伴う社会保障関係費

や市町への税交付金の増などにより、法的義務負担経費が増加 

■　こうした中で、優先順位や費用対効果の検証・評価を踏まえた歳出の見直しにより財源を

確保し、重要施策を着実に推進 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（国の補正予算を活用した令和７年度補正予算 注１を含む）

［注１］　R7 補正とは、国の令和７年度補正予算（「強い経済」を実現する総合経済対策）を活用した令和７年度 12 月及び２月補正予算である。 
［注２］　端数処理の関係で積上げ数値と合計値等が異なる場合がある。
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（３）施策体系別の予算規模  

ア　重要施策　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２，５２５億円 

 
イ　物価高・米国関税措置への対応　　　　　　　　　　　  ３３２億円 

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　              ［融資枠 １８８億円］ 

 
ウ　かきのへい死対策                                      ２３億円 

　　　                                                  　 ［融資枠 １８８億円］ 

     

 
施　　　策　　　体　　　系 事 業 費

 R８当初 R７補正　注２

 
人を惹きつける地域づくり 811 億円 769 億円 42 億円

 
社会減対策 157 億円 145 億円 11 億円

 
自然減対策 6 億円 5 億円 0 億円

 
教育の充実 646 億円 616 億円 31 億円

 
観光振興（交流人口の拡大） 21 億円 21 億円 0 億円

 
県民の安全・安心な暮らしの基盤づくり 840 億円 560 億円 279 億円

 
持続可能な農林水産業の確立 59 億円 30 億円 29 億円

 
防災・減災対策や危機管理の強化 416 億円 283 億円 133 億円

 
医療・介護や福祉の充実 321 億円 204 億円 117 億円

 
安全・安心なまちづくり 41 億円 41 億円 ―

 
中山間地域の振興 2 億円 2 億円 ―

 
核兵器のない平和な世界の実現 3 億円 3 億円 ―

 
その他 873 億円 788 億円 84 億円

 
計 2,525 億円 2,119 億円 405 億円

 
施　　　策　　　体　　　系 事 業 費

 R８当初 R７補正　注２

 
物価高・米国関税措置への対応 332 億円 109 億円 224 億円

 
施　　　策　　　体　　　系 事 業 費

 R８当初 R７補正　注２

 
かきのへい死対策 23 億円 3 億円 21 億円

［注１］　予算額は全て一般会計ベースで、各計は項目内の重複を除く実質事業費。ただし、それぞれの項目間で重複がある。 
［注２］　R７補正とは、国の令和７年度補正予算（「強い経済」を実現する総合経済対策）を活用した令和７年度 12 月及び２月補正予算である。 
［注３］　端数処理の関係で積上げ数値と合計値等が異なる場合がある。


